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1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 114,498 12.2 16,164 140.8 16,048 136.0 8,270 554.8
21年12月期第3四半期 102,082 ― 6,712 ― 6,799 ― 1,262 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 32.77 ―

21年12月期第3四半期 4.92 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 168,689 119,751 62.4 416.91
21年12月期 161,609 113,700 61.5 394.03

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  105,187百万円 21年12月期  99,449百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
22年12月期 ― 3.50 ―

22年12月期 
（予想）

4.50 8.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 153,000 9.3 20,000 79.2 20,000 73.3 10,000 182.4 39.63



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の業績予想には、本資料の発表日現在入手可能な情報に基づく予測が含まれております。実際の業績は、今後さまざまな変動要因により、上記数値
と異なる可能性があります。上記業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q 263,992,598株 21年12月期  263,992,598株

② 期末自己株式数 22年12月期3Q  11,689,768株 21年12月期  11,603,167株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q 252,340,474株 21年12月期3Q 256,645,461株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

（ア）当第３四半期連結累計期間の概況 

当第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日までの９カ月間）における当社グループの

業績は、売上高は1,144億９千８百万円（前年同期比12.2%増収）、営業利益は161億６千４百万円（前年同期比

140.8%増益）、経常利益は160億４千８百万円（前年同期比136.0%増益）、四半期純利益は、82億７千万円（前年

同期比554.8%増益）となりました。 

  

（イ）セグメント別の業績 

第１四半期連結会計期間において組織変更を実施し、各事業区分に属する主要な製品の再編を行いました。これ

に伴い、従来「アクリル製品事業」に属していた建築・土木製品を「機能製品事業」に、「機能製品事業」に属し

ていた光硬化型樹脂を「アクリル製品事業」に変更しております。なお、事業の種類別セグメント情報について

は、前第３四半期連結累計期間、当第３四半期連結累計期間とも上述の新しい事業区分に置き換えて対比しており

ます。 

 ①基礎化学品事業 

苛性ソーダおよび無機塩化物は、販売価格の緩やかな下落が続いているものの、出荷が堅調に推移し、売上

高は微増となりました。 

銅製品は、需要の増加と市況の回復により、大幅な増収となりました。 

液化塩化水素は、電子材料分野向けの旺盛な需要に支えられ、大幅な増収となりました。 

工業用ガスは、需要の回復に伴い出荷が増加しましたため、増収となりました。 

これらの結果、当セグメントの売上高は、352億７千５百万円（前年同期比4.9%増収）、営業利益は52億２

千６百万円（前年同期比105.0%増益）となりました。 

 ②アクリル製品事業 

アクリル酸エステルは、出荷が堅調に推移したことに加え、海外における製品価格が高値で推移したことか

ら、大幅な増収となりました。 

アクリル系ポリマー、高分子凝集剤は、出荷が好調に推移しましたため、大幅な増収となりました。 

光硬化型樹脂「アロニックス」は、電子材料分野向けなどへの出荷が好調に推移し、大幅な増収となりまし

た。 

これらの結果、当セグメントの売上高は、452億４千２百万円（前年同期比30.7%増収）、営業利益は71億８

千２百万円（前年同期比415.2%増益）となりました。 

③機能製品事業 

接着剤は、電子材料、自動車分野向け工業用接着剤の需要が増加し、大幅な増収となりました。 

建築・土木製品は、主に建築補修用途の出荷が好調に推移し、増収となりました。 

開発製品は、電子材料分野向けにシリコン系高純度ガス、無機イオン交換体の出荷が堅調に推移した結果、

大幅な増収となりました。 

これらの結果、当セグメントの売上高は、128億４百万円（前年同期比12.5%増収）、営業利益は29億７千８

百万円（前年同期比51.3%増益）となりました。 

④樹脂加工製品事業 

エラストマーコンパウンド、介護・福祉関連製品の出荷は堅調に推移しましたものの、管工機材製品の需要

は回復に至らず減収となりました。 

これらの結果、当セグメントの売上高は、202億７千万円（前年同期比4.7%減収）、営業利益は10億５千４

百万円（前年同期比13.5%減益）となりました。 

⑤その他の事業 

新規製品の研究開発事業、設備等の建設および修繕事業、輸送事業などにより構成される当セグメントは、

売上高は９億５百万円（前年同期比22.9%減収）、３億６百万円の営業損失となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 (ア)財政状態の分析 

総資産合計は、「建設仮勘定」などの増加により、前連結会計年度末に比べ70億７千９百万円、4.4％増加し、

1,686億８千９百万円となりました。 

負債合計は、「未払法人税等」などの増加により、前連結会計年度末に比べ10億２千８百万円、2.1％増加し、

489億３千７百万円となりました。 

純資産合計は、「利益剰余金」などが増加しましたため、前連結会計年度末に比べ60億５千万円、5.3％増加

し、1,197億５千１百万円となり、自己資本比率は62.4％となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



  

 (イ)キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、運転資本が増加しましたものの、税金等調整前四半期純利益が大幅に増

加しましたため、前年同期に比べ収入が５億７千４百万円増加し、179億２百万円の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が増加しましたため、前年同期に比べ

支出が42億１百万円増加し、89億１千６百万円の支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額など、28億４千６百万円の支出となりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物の残高は183億４千２百万円となり、前連結会

計年度末に比べ59億５千４百万円の増加となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年７月29日に発表いたしました連結業績予想につきましては、平成22年10月27日発表の「業績予想の修正に

関するお知らせ」において、通期業績予想の修正を行っております。 

海外における一部アクリル製品の価格高騰に加え、前回発表時の想定に比べ製品の出荷が順調に推移していること

から、連結業績予想は前回発表を上回ると予想しております。 

  

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

  法人税等の算定に関しては、加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度決算において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等に著

しい変化があるか、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度末決算に

おいて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方

法によっております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

（３）四半期連結財務諸表の作成に係る会計処理の原則・手続き、表示方法等の変更 

①工事契約に関する会計基準の適用  

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関す

る会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）および「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期

間に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工

事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を

適用しております。 

 これに伴う損益に与える影響はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,857 12,778

受取手形及び売掛金 44,808 44,019

有価証券 5,000 －

たな卸資産 16,062 15,862

繰延税金資産 858 984

その他 1,397 1,506

貸倒引当金 △108 △116

流動資産合計 81,874 75,035

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 18,254 18,891

機械装置及び運搬具（純額） 17,295 19,294

工具、器具及び備品（純額） 2,095 2,462

土地 17,358 18,050

リース資産（純額） 241 216

建設仮勘定 6,741 1,358

有形固定資産合計 61,985 60,273

無形固定資産   

のれん 322 565

リース資産 10 12

その他 1,070 1,250

無形固定資産合計 1,402 1,828

投資その他の資産   

投資有価証券 13,164 13,995

長期貸付金 28 47

固定化債権 8,798 8,711

前払年金費用 1,919 1,607

繰延税金資産 2,189 2,523

その他 2,871 3,138

貸倒引当金 △5,547 △5,550

投資その他の資産合計 23,425 24,472

固定資産合計 86,814 86,574

資産合計 168,689 161,609



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 15,480 16,786

短期借入金 5,172 5,588

リース債務 84 68

未払法人税等 3,556 1,568

繰延税金負債 0 －

賞与引当金 831 141

その他の引当金 5 7

その他 8,133 7,937

流動負債合計 33,265 32,097

固定負債   

長期借入金 9,591 10,140

リース債務 180 172

繰延税金負債 1,027 1,086

退職給付引当金 540 568

役員退職慰労引当金 32 113

その他 4,301 3,730

固定負債合計 15,672 15,811

負債合計 48,937 47,909

純資産の部   

株主資本   

資本金 20,886 20,886

資本剰余金 15,088 15,086

利益剰余金 72,268 65,638

自己株式 △2,942 △2,907

株主資本合計 105,301 98,704

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,083 1,469

為替換算調整勘定 △1,197 △725

評価・換算差額等合計 △113 744

少数株主持分 14,563 14,250

純資産合計 119,751 113,700

負債純資産合計 168,689 161,609



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 102,082 114,498

売上原価 74,924 77,026

売上総利益 27,158 37,471

販売費及び一般管理費 20,446 21,306

営業利益 6,712 16,164

営業外収益   

受取利息 100 86

受取配当金 204 198

持分法による投資利益 224 269

その他 337 239

営業外収益合計 866 794

営業外費用   

支払利息 193 173

為替差損 94 169

環境整備費 － 371

遊休設備費 189 84

その他 301 112

営業外費用合計 779 910

経常利益 6,799 16,048

特別利益   

固定資産売却益 － 7

投資有価証券売却益 － 12

貸倒引当金戻入額 56 9

退職給付制度改定益 － 240

その他 9 －

特別利益合計 65 269

特別損失   

固定資産処分損 117 244

減損損失 2,431 1,271

貸倒引当金繰入額 312 10

投資有価証券評価損 － 158

その他 7 －

特別損失合計 2,869 1,684

税金等調整前四半期純利益 3,994 14,632

法人税等 2,128 5,761

少数株主利益 602 601

四半期純利益 1,262 8,270



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,994 14,632

減価償却費 6,670 6,344

減損損失 2,431 1,271

のれん償却額 225 242

貸倒引当金の増減額（△は減少） 193 △9

退職給付引当金の増減額（△は減少） △381 △341

その他の引当金の増減額（△は減少） 665 607

受取利息及び受取配当金 △304 △285

支払利息 193 173

為替差損益（△は益） △5 87

持分法による投資損益（△は益） △224 △269

固定資産処分損益（△は益） 117 244

投資有価証券評価損益（△は益） － 158

売上債権の増減額（△は増加） 5,480 △1,029

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,043 △438

仕入債務の増減額（△は減少） △3,965 △1,180

その他 226 415

小計 19,361 20,623

利息及び配当金の受取額 573 553

利息の支払額 △192 △174

法人税等の支払額 △2,415 △3,099

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,328 17,902

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △312 △144

有形固定資産の取得による支出 △4,472 △8,543

固定化債権の増減額（△は増加） 610 △87

その他 △538 △140

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,714 △8,916

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △5,108 △335

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △6,000 －

長期借入れによる収入 3,000 －

長期借入金の返済による支出 △1,800 △530

自己株式の売却による収入 6 6

自己株式の取得による支出 △1,954 △39

リース債務の返済による支出 △20 △60

配当金の支払額 △1,810 △1,642

少数株主への配当金の支払額 △271 △292

少数株主からの払込みによる収入 － 48

その他 △78 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,038 △2,846

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 △185

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,422 5,954

現金及び現金同等物の期首残高 9,826 12,387

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,403 18,342



該当事項はありません。 

  

  

【事業の種類別セグメント情報】 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１  事業区分は製品の種類、事業の内容等により、「基礎化学品事業」「アクリル製品事業」「機能製品事業」

「樹脂加工製品事業」「その他の事業」に区分しております。 

       ２  各区分に属する主要な製品 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
基礎化学品 
（百万円） 

アクリル
製品 

（百万円）

機能製品
（百万円）

樹脂加工
製品 

（百万円）

その他
（百万円）

計 
（百万円） 

消去または
全社 

（百万円）

連結
（百万円）

 売上高                 

(1）外部顧客に対する売上高  33,639  29,251  16,750  21,267  1,173  102,082  －  102,082

(2）

 

セグメント間の内部売上

高または振替高 
 138  128  348  33  4,281  4,930 ( )4,930  －

  計  33,778  29,379  17,098  21,301  5,455  107,013 ( )4,930  102,082

 
営業利益または 

営業損失（△） 
 2,549  517  2,843  1,218  △487  6,641  70   6,712

事業区分 主要製品

基礎化学品事業 

  

苛性ソーダ、苛性カリ、液体塩素・塩酸などの無機塩化物、無機高純度品、 

塩素系有機溶剤、硫酸、工業用ガス等 

アクリル製品事業 

  

アクリル酸、アクリル酸エステル、アクリル系ポリマー、高分子凝集剤、 

建築・土木製品等 

機能製品事業 光硬化型樹脂、接着剤、無機機能材料、エレクトロニクス材料等 

樹脂加工製品事業 

  

下水道関連製品、電力・通信関連製品、介護関連製品、環境保全関連製品、 

エラストマーコンパウンド等 

その他の事業 企画開発品、不動産仲介等 



  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日）  

 （注）１  事業区分は製品の種類、事業の内容等により、「基礎化学品事業」「アクリル製品事業」「機能製品事業」 

           「樹脂加工製品事業」「その他の事業」に区分しております。 

       ２  各区分に属する主要な製品  

   ３  各区分に属する主要な製品の見直し 

   第１四半期連結会計期間において組織変更を実施し、各事業区分に属する主要な製品の再編を行いまし 

   た。これに伴い、従来「アクリル製品事業」に属していた建築・土木製品を「機能製品事業」に、「機能製品

   事業」に属していた光硬化型樹脂を「アクリル製品事業」に変更しております。 

 なお、当第３四半期連結累計期間に用いた事業区分によった場合の前第３四半期連結累計期間の事業の種類 

 別セグメント情報は次のとおりであります。 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日）  

  
基礎化学品 
（百万円） 

アクリル
製品 

（百万円）

機能製品
（百万円）

樹脂加工
製品 

（百万円）

その他
（百万円）

計 
（百万円） 

消去または
全社 

（百万円）

連結
（百万円）

 売上高                 

(1）外部顧客に対する売上高  35,275  45,242  12,804  20,270  905  114,498  －  114,498

(2）

 

セグメント間の内部売上

高または振替高 
 206  29  379  50  4,631  5,297 ( )5,297  －

  計  35,482  45,272  13,183  20,320  5,537  119,795 ( )5,297  114,498

 
営業利益または 

営業損失（△） 
 5,226  7,182  2,978  1,054  △306  16,135  28   16,164

事業区分 主要製品

基礎化学品事業 

  

苛性ソーダ、苛性カリ、液体塩素・塩酸などの無機塩化物、無機高純度品、 

硫酸、工業用ガス等 

アクリル製品事業 

  

アクリル酸、アクリル酸エステル、アクリル系ポリマー、高分子凝集剤、 

光硬化型樹脂等 

機能製品事業 接着剤、無機機能材料、エレクトロニクス材料、建築・土木製品等 

樹脂加工製品事業 

  

下水道関連製品、電力・通信関連製品、介護関連製品、環境保全関連製品、 

エラストマーコンパウンド等 

その他の事業 企画開発品、不動産仲介等 

  
基礎化学品 
（百万円） 

アクリル
製品 

（百万円）

機能製品
（百万円）

樹脂加工
製品 

（百万円）

その他
（百万円）

計 
（百万円） 

消去または
全社 

（百万円）

連結
（百万円）

 売上高                 

(1）外部顧客に対する売上高  33,639  34,616  11,384  21,267  1,173  102,082    －  102,082

(2）

 

セグメント間の内部売上

高または振替高 
 138  25  334  33  4,281  4,814 ( )4,814     － 

  計  33,778  34,642  11,719  21,301  5,455  106,896 ( )4,814  102,082

 
営業利益または 

営業損失（△） 
 2,549  1,393  1,969  1,218  △487  6,643     68   6,712



  

       【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１ 国または地域の区分は地理的近接度によっておりますが、全セグメントの売上高の10％以上でありますセグ

メントが存在しないため、日本以外の全てのセグメントを「日本以外」として一括表記しております。 

       ２ 日本以外の区分に属する主な国または地域 

           日本以外  ：アメリカ、シンガポール、中国、台湾ほか 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１ 国または地域の区分は地理的近接度によっておりますが、全セグメントの売上高の10％以上でありますセグ

メントが存在しないため、日本以外の全てのセグメントを「日本以外」として一括表記しております。  

       ２ 日本以外の区分に属する主な国または地域 

           日本以外  ：シンガポール、アメリカ、中国、台湾ほか 

  
日本

（百万円） 
日本以外
（百万円） 

計
 （百万円） 

消去または全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  93,915  8,166  102,082  －  102,082

(2）セグメント間の内部売上高 

または振替高 
 896  2,092  2,988 ( ) 2,988  －

計  94,812  10,259  105,071 ( ) 2,988  102,082

営業利益  6,201  565  6,766 ( ) 54  6,712

  
日本

（百万円） 
日本以外
（百万円） 

計
 （百万円） 

消去または全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  102,762  11,736  114,498  －  114,498

(2）セグメント間の内部売上高 

または振替高 
 1,318  2,578  3,897 ( ) 3,897  －

計  104,080  14,315  118,395 ( ) 3,897  114,498

営業利益  13,536  2,679  16,216 ( ) 51  16,164



  

        【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１ 国または地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国または地域 

アジア：中国、シンガポール、インド 

北米 ：アメリカ 

欧州 ：ドイツ、ポーランド、フランス 

３ 海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１ 国または地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国または地域 

アジア：インド、中国、台湾 

北米 ：アメリカ 

欧州 ：ドイツ、ポーランド 

３ 海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

  

  

該当事項はありません 

  

  

  アジア 北米 欧州 その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  11,407  1,880  741  100  14,131

Ⅱ 連結売上高（百万円）          102,082

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 11.2  1.8  0.7  0.1  13.8

  アジア 北米 欧州 その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  17,583  1,997  1,461  408  21,451

Ⅱ 連結売上高（百万円）          114,498

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 15.4  1.7  1.3  0.4  18.7

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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